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先ほどのワークショップによるふれ合い
の時間の後，皆さんのお顔を拝見いたしま
すと，たいへん和やかになっているように
思えました．体験を通したコミュニケーシ
ョンが人間関係を温める触媒的な役割をし
ていたからだと思います．
本日のテーマを動物と飼育との関わりか

ら解析をし，その関係を周辺的に位置付け
てみました．いろいろな関わりが見えてく
る気がいたします．私はよく，このような
マトリクスを作成し，問題，課題等の解決
の手法として，多様な側面から解析する努
力をしています．この場合は，８つの関わ
りに分類整理いたしました．まずは，法の
関わりが必要だと思います．環境省の「動
物の愛護及び管理に関する法律」です．そ
れから，学校教育法が関係します．学習活
動においては，生活科，理科，総合的な学

， ， ，習の時間 その他の教科 領域においても
動物飼育との関わりの検討が必要です．学
校運営に関しては，学年飼育との関わり，
または飼育委員会などとの関わりがありま
す．それから，保護者やＰＴＡがいかに関
わるかということも大切です．また，地域
との関わりも重要です．さらに，飼育舎を
含めた動物の管理環境がどのようであるか
ということも大切です．また，動物飼育の
目的，意義を明確にしておかなければなり
ません．学校での動物飼育に求められるの
は，動物愛護と生命尊重を核にしながら，
どのような側面から指導し，子どもたちの
心を耕していくかということになります．
他者への思いやりや理解，自尊感情，自己
肯定感，責任感，学級の凝集性などの教育
的な価値追究が含まれる言語が，研究発表
大会などの場面で使用されてきたキーワー
ドです．生命尊重に関しては，みんな大切
な命を持っている仲間だという考え方．そ
して生と死についての考え方を育むこと．

命は限られたものであり，命が終わった動
物に対して，どのように対処するのか，と
いうことは，大きな課題です．そして，正
しい飼育の仕方について，休日や長期休業
での飼育をどうするかという課題もありま
す．一方では，教育行政との関わりもあり
ます．また，獣医師との関わりをどのよう
にしていくか．校長会や教員の研修会との
関わりをどうしていくか．子どもたちの知
識力，技能力，観察力，思考力，判断力，
責任感を培うことは，学校教育法30条の第
２項に掲げられている，生涯にわたり学習
する基盤が培われるように，基礎的な知識
及び技能を習得させるということと，その
知識，技能を活用して課題を解決するため
に必要な能力の形成の具現になるわけで
す．さらに，教育課程改訂改善の重要事項
の第一番目に挙げられました言語活動の充
実についても動物飼育活動と深くつながっ
ていることが，中川美穂子先生の修士論文
にも示されています．私はこのような分析
のもとに講演内容を考えています．それで
は，これから今，申し上げた８つの関わり
について細かく見ていくことにします．
まずは 法との関わりについてです 動， ．「

物の愛護及び管理に関する法律」がありま
． ，す 私たちが学校で動物を飼育する際には

この法律をしっかり理解しておく必要があ
． ， ，ります この法律には 動物の虐待の防止

動物の適正な取り扱い，その他動物の愛護
に関することが示されています．そして，
生命尊重，友愛，平和の情操の涵養などを
求めています．そのために，動物の管理を
適切に行わなければなりません．このよう

， ．なことが 第１条の目的に示されています
第２条には，動物には命があることをかん
がみてという内容が示されています．つま
， ， ，り 動物をみだりに殺したり 傷つけたり

苦しめたりすることのないようにすること
に関すること，人と動物の共生についての
基本原則が示されているわけです．
この法律に基づいて，各種の基準が示さ

れています．まず，家庭動物についての基

準，展示動物の基準，実験動物の基準，産

業動物の基準が定められています．私たち

に最も関係することとしては 「家庭動物，

等の飼養及び保管に関する基準」の中の第

６項目に定められている内容です．１ 管

理者は，学校，福祉施設等の利用者が動物

の適切な飼養及び保管について正しい理解
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を得ることができるように努めること．２

管理者は，動物の飼養及び保管の目的，

学校，福祉施設等の立地及び施設の整備の

状況並びに飼養又は保管に携わる者の飼養

能力等の条件を考慮して，飼養及び保管す

る動物の種類を選定すること．３ 異種又

は複数の動物を同一施設内で飼養及び保管

する場合には，その組合せを考慮した収容

を行うこと．４ 管理者は，動物の飼養及

び保管が，獣医師等十分な知識と飼養経験

を有する者の指導の下に行われるよう努

め，本基準の各項に基づく適切な動物の飼

養及び保管並びに動物による事故の防止に

努めること．５ 管理者は，学校，福祉施

設等の休日等においても，動物の飼養及び

保管が適切に行われるよう配慮すること．

と定められていますので，このことを私た

ちは理解した上で，動物を飼育しなければ

なりません．ここで言う管理者とは，学校

では校長が，利用者とは子どもたちと解し

ます．特に「４」に掲げられていることに

ついては，私たちは飼育の素人ですので，

飼育に関する専門的な知識をもった獣医師

の先生方の指導の下に動物を飼育する必要

性があるわけです．獣医師等との連携指導

による飼育が求められています．

次に，学校教育の場において，どのよう
な関わりがあるかを見ていった場合，まず
教育基本法の改定に伴い，いろいろな法律
が変わりました．学校教育法，学校教育法
施行規則，それの改訂に伴い，平成20年3
月に学習指導要領も改訂になりました．学
校教育法の20条に，教科に関する事項が掲
げられています．その監督庁は文部科学大
臣であるということも明記されておりま
． ， ，す また 学校教育法施行規則第24条には

教育課程について記載されています．教育
課程は，各教科，道徳，外国語活動，総合
的な学習の時間，特別活動によって編成す
ると，書かれています．学習指導要領につ
いては，公示をし，それに基づいて告示を
することとなっています．つまり，公示の
一つの姿として，学習指導要領が告示され
たということです．このように，私たちが
動物飼育をするに当たっては，このような
法との関わりを理解しておかなければなり
ません．
次に，動物飼育と脳の発達，子どもの認

知発達の視点からお話しします．このこと
は，私のこれからの大きな研究課題として
も追究していかなければならない事項と思
っております．夏休みに，私の本棚を整理

していましたら，人間の脳に関する本が何
冊か出てきました そのうちの一つが 人． ，「
間であること ，もう一つは「脳と人間」」
です．両方とも，1970年代に時実利彦先生
が著されたものです．書かれてから，相当
な時間が経っています．この本を参考にし
て，動物飼育が子どもの脳や発達にどのよ
うな影響があるかということについて，私
自身が考えたことをお話しいたします．こ
の著書によると，子どもの脳は，３歳，８
歳～９歳，10歳以上の３段階の発達を見せ
るということです．最初の段階は，模倣の
段階，次は創造の段階，そして，その次は
人間として完成される時期だということで
す．つまり，脳のハードウエアは生まれた
ときには完成されており，発達するにした
がって，脳の中に次々にソフトウエアが挿
入され，人間の脳として完成されていくと
いうことです．私たちの脳は，10歳からほ
とんど発達していません．ということは，
私たちの脳はだいたい10歳で完成し，それ
から徐々に発達していくということなので
す．小学校５年生くらいで脳が完成され，
それから神経細胞がどのように絡んでいく
かで，脳の発達が起こっていくのです．日

，「 」本のことわざの中に 三つ子の魂百まで
というのがあります．これはまさに，脳の
成長の第一段階と重なっています．また，
私が奉職しています大学の講義に「礼法の
時間」があります．小笠原流の礼法を習得
するのですが，その中に 「つ」の付く年，
齢を大切にしなさい．という教えがありま
す．つまり「一つ 「二つ ・・・・から」 」
「九つ」までが「つ」が付く年齢です．こ
の9年間の年齢を大切にしなさいというこ
とです．すなわち，脳の発達段階と，昔か
らいわれている子育ての教えは，一致して
いたということです．
また一方で，子どもの認知発達と脳の発

達がどのように関わっているのかを考えて
みます．認知発達は，感覚運動期，前操作
期，具体的操作期，形式的操作期の４つの
時期の順で発達していきます．１歳から２
歳は，言語の発達する時期です．次の前操
作期は，２歳から６，７歳までの時期です
が，この時期は，実際の目の前にないもの
を思い浮かべることができる時期ですが，
まだまだ自己中心性が支配している段階で
す．次に６，７歳から11，12歳の小学校卒
業までくらいの時期ですが，この時期は，
現実の事象に対して論理的な操作が可能に
なる時期です．つまり，小学校中学年くら
いに，具体的な事象に接しながら，論理的
な操作をさせていかなければならないとい
うことです．次に形式的な操作の時期にな
りますが，この時期は，抽象的な事象を形



式的に操作できるようになる時期です．こ
のようにピアジェは，認知の発達を４つの
段階に分けています．
この認知発達と先ほどの脳の発達理論を

結合させたらどうなるかということです．
すると，ピアジェの認知発達の４つの時期
と，脳の発達の３つの時期が，ほぼ一致し
ているということが分かります．そこで，
動物飼育の体験を，いつ，どのような方法
で行わせる教育活動が必要なのか，適時性
と適切性等について，これからは考えてい
く必要があるのではないかと思います．こ
のことについては，発達心理のご専門であ
る，本研究会顧問の無籐隆先生にお話しい
ただけると良かったと思います．次の機会
を期待しています．
次に，学校飼育の現状と飼育に対する認

識の関係がどうなっているかということを
見ていきます．このことについては，2004
鳩貝太郎氏を代表にした調査結果がござい
ます．まず，どのような動物が飼われてい
るのかという飼育動物種の調査では，一目
瞭然で，哺乳類ではウサギ，鳥類ではとニ
ワトリです．次に，どのような飼育環境で
育てられているのかというと，ウサギはほ
とんどが屋外，ハムスターやモルモットは
教室内で飼育されているようです．動物飼
育の利点については，責任感を養う，生命
尊重は動物愛護の精神を養うことができ
る，との回答が多くを占めています．一方
で，欠点については，動物の死を見せるこ
と，環境が不衛生になること，授業の妨害

． ，になることとの回答が多かったです また
屋内飼育を行った経験があるほど，先ほど
挙げた利点が多いと感じ，欠点が少ないと
感じる傾向にあります．逆に，屋外飼育を
行った経験がないほど，利点を感じる割合
が少なく，欠点を感じる割合が多い傾向に
あります．実感を伴った飼育経験が利点を
高く評価しています．また，教員対象にし
た調査では，これまでに動物飼育の経験が
ある先生ほど，動物飼育の意義や価値を理
解していることがわかります．
次に，学校獣医師の先生方との関わりに

ついて，見ていきます．日本小動物獣医師
会学校飼育動物対策委員会から，学校獣医
師としての事業数についてのデータをいた
だきました．全県単位で実施，市町村単位
で実施，実施していないの，３種類のデー
タが表されています．このデータを見ます
と，７～８割の都道府県が，学校獣医師の
事業を実施していることになります．本日
も，群馬県から相当な数の獣医師の方々に
ご参加いただいております．その内容につ
いては，先ほど，桑原先生からもお話があ

りましたので，省略させていただきます．
生活科の内容の中に 「動物を飼育した，

り植物を栽培したりする 」ということが．
あります．ここで大切なことは，２年間の
見通しをもちながら，動物や植物を育てる
ということです．また，動物の飼育にあた

， ，っては 飼育の環境に配慮する必要があり
地域の専門家や獣医師の支援を得るという
ことも大切です．これらのことは，学習指
導要領の解説書に書かれている事項です．

， ，ということは 国として文部科学省として
学校獣医師制度をつくりあげていく方向に
期待がもてるということではないかと思い
ます．そのためには，法の整備や予算の計
上が必要であり，国としてこれから考えて
いただくことを切に期待しています．この
ような方向に向かわなければ，地方の獣医
師の先生方に任せたままになってしまいま
す．これから考えていかなければならない
重要課題だと思います．そのまず第一歩と
して必要なことは，地域の教育委員会と獣
医師会との連携ではないかと思います．も
う一つ大切なことは，教師が専門的な知識
を得る努力をすることが必要なのではない
かということです．そのためには，教員研
修の充実を図っていくことが必要です．先
ほど，皆さんに動物とふれあっていただき
ましたが，このような研修を広げていくこ
とが必要なのではないかと思います．さら
に，教員免許法の中にこのような研修を入
れていかなければいけないと思います．そ
うすることによって，動物飼育に対して正
しい認識をもった先生が生まれてくるはず
です．もう一つの方法として，私は，教育
実習の中に動物とのふれあい，清掃等を含
めた飼育体験等を含めた実習があっても良
いのではないかと思います．これからの受
け入れ実習校で先進的に考えていただけれ
ば幸いです．そして，教員養成大学のカリ
キュラムの中にも，飼育体験を入れていか
なければならないと思います．このような
ことを，これから考えていく必要性がある
のではないかと思います．
教育課程については，教育課程を組むと

きに，特色ある取り組みとして，動物飼育
の内容を盛り込んだらいかがかと思ってい
ます．教育課程は届け出で制度になってい
ます．学校が教育課程を編成する前に，教
育委員会が説明会を開き，動物飼育の内容
を盛り込むような指導をしたら良いのでは
ないかと思います．

（前聖徳大学大学院教職研究科教授／
NPOこども科学教育振興協議会理事長

／本会会長）


